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   4 期：第 2 回コンプライアンス委員会議事次第  

記 

 

１．開催日時  平成 29年 6月 8 日（木）午後 1時～2時 30 分 

２．開催場所  JBA（一社）日本寝具寝装品協会事務所 ☎03‐6661-0213 

 

３．議  題  (1) 前期試買テスト実施運用策検討 

（2）JBA 業種別委員会（各部会）の活動予定 

（3）9月紀州・泉州産地研修 J∞QUALITY に学ぶ セミナーご案内 

（4）製品性能評価について 

（5）その他 

議事録 

議題（１） 

中村専務 ：平成 29 年度上期分の実施要項資料の要点（７月迄に羽毛除く、量販品をネッ

ト主体に試買）説明する。    すでに夏目委員は１点購入済である。 

夏目委員 ：領収書名に JBA 記入で小売店から何なのか？の説明を受けた。 

中村専務 ：セミナー用教材、データ研究とか、JBA 製品改善の社会活動と明言してほしい。 

 

議題（２） 

吉兼委員長：業種別委員会は消費者視点から製品評価する際のガイドラインを作成し、業

界定義を自主策定していくものである。 

奥谷局長 ：役員会で決定事項であり、吉兼委員長に業種別委員会委員長兼務をお願いし、

各品目別部会 5名程度で平成 29 年 6 月より活動し、期中 3月迄に案策定、来

期 4月以降はモニター実施含めて最終修正をする。各部会長から 6月、７月、

8月開催日予定を 6月中旬までに吉兼委員長宛てに提出願いたい。 

      各会員先での過去の品質問合せ、データ事項整理し課題とするのも一考である。 

 

吉兼委員長：A まくら部会 オーダー枕除外し機能表記（ウォッシャブル、肩こり等）と、

まくらの適正高さの標準化、サイズ含め基準規格統一実施の為、富澤部会長、

只野委員、まくら㈱、丸和㈱、富士ベッド工業㈱でスタートする。 

只野委員 ：私は JFMA 事務局仕事が繁忙極め、委員参画は困難であるが富澤部会長をサポ 

ートします。6月 19 日 JFMA まくら研究会があるので開催予定を決めていく。 

 



吉兼委員長：B ふとん部会は佃部会長、小島委員、ダイワボウノイ、JFMA から 1 名選出。 

羽毛、合繊ふとん主体に機能、取扱い表記面での策定をしていただきたい。

それが GFマーク新基準（安全、安心、運用面）概念となればよい。 

佃委員  ：GF マーク新基準の為なら、コンプライアンス委員会協議が先ではないか。 

中村専務 ：GF マーク新基準策定は、冒頭の本部会主旨（業界定義を自主策定）が基本と

なっていくものであり、GF マーク新基準は付随的要素であると思う。 

奥谷局長 ：GF マークも見直し検討の時期であり、品目別の業界自主基準表記等が策定さ

れたらコンプライアンス委員会で新 GF マーク運用規定策をやるべきである。 

 

吉兼委員長：ウレタンフォーム部会は、古川部会長、ウレタンフォーム工業会、日本ゴム

工業会と、もう 1名は山甚物産、ロマンス小杉等選出でスタートする。 

事務局㊟ ：（もう 1名は㈱ロマンス小杉 商品部 MD 竹内伸一氏 となりました。） 

奥谷局長 ：ふとんもウレタン部会も吉兼委員長権限でスケジューリングしてほしい。 

古川委員 ：6月 22 日午後 1時 30 分～予定検討からスタートは考えたい。 

佃／小島委員：委員確定しスケジューリングしたい。 

 

議題（３） 

中村専務 ：資料 紀州／泉州産地見学＆J∞ QUALITY セミナー案内 を説明し、現在応募

者 8名（京都西川３、ダイワボウノイ２、山甚物産、田村駒、大津 C各 1名）

応募締切 7月 31 日なので勧誘策を要請した。  

 

議題（４） 

古田土氏 ：日本睡眠環境学会性能評価試験検討委員会を、西川リビングで 5 月会議開催

した。消費者の求める製品評価表示 を調査することから始める事となった。 

      寝具業界の家族関係者からの収集策が検討された。 

吉兼委員長：（一社）日本消費者連盟での調査機関活用による消費者調査が有料にて可能と

の事であるが、まずは JBA 含めて身内から収集していきたいと考えている。 

古田土氏 ：（一社）繊維評価協議会で、接触冷感 JIS 化委員会があるが素材、生地レベル

での瞬間接触冷感であり、且つ設定環境温度 20℃での熱量計測は現実性がな

く、28℃位でのデータ取りしないと実効的正確性が乏しいと思われる。 

 

議題（５） 

中村専務 ：経産省生活製品課表示担当 松田課長補佐からの家表法改正に伴うパブコメ

の第 1 次協議内容報告メールを抜粋配布した。第２次協議もするが、どうし

ても譲れない事項のみパブコメしていただきたい旨の要請、説明があった。 

 

吉兼委員長：次回開催は、8月 30日（水）午前 10 時 30 分～ 日本ふとん協会八重洲事務                       

所で開催し、午後からは睡眠環境・寝具指導士試験採点作業を実施する。 

                                      

以上 


